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3-1. 第３回から第５回 F.O.G.の実施形態，参加要件及び参加者の属性の異同 
第３回から第５回 F.O.G.は，コ・ファシリテーター方式による一泊二日の宿泊形式，全
７セッション（１セッション：90 分前後）による集中型グループとして実施した。ファシ








































Table２ 第３回から第５回 F.O.G.参加者の属性の異同 
ID 性別 職業 臨床経験年数／学年 フォーカシング経験 F.O.G.経験
C 男 臨床心理系大学院生 修士課程２年生 約15回 ３回目
E 男 臨床心理系大学院生 修士課程２年生 約７回 ２回目
G 女 臨床心理系大学院生 修士課程２年生 約30回 ２回目
K 女 音楽療法士（補） １年目 ０回 １回目
L 女 産業カウンセラー ２年目 ２回 １回目
C 男 カウンセラー １年目 約20回 ４回目
E 男 カウンセラー １年目 約７回 ３回目
M 女 カウンセラー １年目 約20回 １回目
N 女 カウンセラー １年目 約２回 １回目
C 男 臨床心理士 １年目 約20回 ５回目
E 男 カウンセラー ２年目 約７回 ４回目
N 女 カウンセラー ２年目 約４回 ２回目
O 女 臨床心理系大学院生 修士課程１年生 １回 １回目
P 女 臨床心理系大学院生 修士課程２年生 ３回 １回目

























Excel に打ち込まれたローデータを TAfS にインポートした後，記述者の心の動きを把握
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ドを抽出した結果，521 個のキーワードが抽出され，出現頻度 10 回以上のキーワード，①
自分（56 回），②感じる（41 回），③する（38 回），④できる（37 回），⑤ある（34 回），
⑥メンバー（29 回），⑦いる（27 回），⑧いう（24 回）⑨なる（22 回），⑩フェルトセンス
（20 回），⑪つく（16 回），⑫言葉（16 回），⑬話（16 回），⑭体験（15 回），⑮セッショ
ン（14 回），⑯思う（14 回），⑰聴く（14 回），⑱グループ（13 回），⑲気づく（13 回），
⑳ない（11 回）， なか（11 回）， 点（11 回）， その（10 回）， もの（10 回）， 対
する（10 回）， 発言（10 回）， 話す（10 回）の 27 個を第一次カテゴリーとして機械的
に抽出した。機械的に抽出した 27 個の第一次カテゴリー及び出現頻度９回以下のキーワー
ドについて，複数回の確認・洗練作業を行った結果，①自分（70 回），②できる（61 回），
③発言（59 回），④感じる（41 回），⑤メンバー（40 回），⑤気づく（27 回），⑥グループ
（27 回），⑦フェルトセンス（20 回），⑨聴く（15 回），⑩体験（15 回），⑪内面（11 回）
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という 11 個の第二次カテゴリーが生成された。 
TAfS より得られた《満足した点》を構成する 11 個の第二次カテゴリーを統計学的に要
約するために主成分分析を行った（Table３を参照）。 
Table３《満足した点》の主成分分析の結果 















発言 0.05 0.36 0.38 0.23 -0.47 0.16 -0.31
体験 -0.02 0.20 -0.28 0.15 -0.61 -0.20 0.61
感じる 0.36 -0.29 0.22 0.01 -0.11 0.48 0.44
フェルトセンス 0.39 -0.33 0.30 -0.11 0.16 -0.12 0.26
できる 0.29 -0.32 0.23 -0.09 -0.40 -0.36 -0.39
自分 0.53 0.20 -0.26 0.16 -0.10 0.10 -0.19
メンバー 0.19 0.33 0.46 -0.01 0.16 -0.45 0.17
内面 0.48 0.16 -0.34 0.00 0.12 0.25 -0.17
気づく 0.19 -0.02 -0.20 0.62 0.31 -0.42 0.06
グループ -0.18 -0.04 0.35 0.65 0.11 0.32 0.00
聴く 0.11 0.60 0.19 -0.28 0.23 0.10 0.14
固有値 1.55 1.35 1.31 1.14 1.04 1.01 0.92
累積寄与率 14.11% 26.37% 38.28% 48.62% 58.06% 67.21% 75.60%
変　数
 
主成分１は固有値 1.55，主成分２は固有値 1.35，主成分３は固有値 1.31，主成分４は固




























分析によりキーワードを抽出した結果，445 個のキーワードが抽出され，出現頻度 10 回以
上のキーワード，①感じる（35 回），②する（25 回），③なる（25 回），④いる（24 回），
⑤フェルトセンス（22 回），⑥ある（19 回），⑦いう（18 回），⑧メンバー（18 回）⑨ない
（17 回），⑩自分（17 回），⑪グループ（15 回），⑫話（15 回），⑬思う（14 回），⑭言葉
（13 回），⑮気がかり（12 回），⑯セッション（10 回），⑰気（10 回）の 17 個を第一次カ
テゴリーとして機械的に抽出した。機械的に抽出した 17 個の第一次カテゴリー及び出現頻
度９回以下のキーワードについて，複数回の確認・洗練作業を行った結果，①発言（50 回），
②感じる（46 回），③自分（29 回），④気がかり（28 回），⑤グループ（25 回），⑥フェル










発言 0.56 0.48 -0.18 0.03
自分 0.44 0.39 0.50 0.38
フェルトセンス -0.20 0.56 0.08 -0.75
感じる -0.40 0.55 -0.50 0.23
気がかり 0.69 0.17 0.18 -0.19
グループ -0.46 0.50 0.19 0.33
メンバー 0.53 0.01 -0.64 0.06
固有値 1.66 1.29 1.02 0.91
累積寄与率 23.77% 42.17% 56.67% 69.66%
変　数
 
主成分１は固有値 1.66，主成分２は固有値 1.29，主成分３は固有値 1.02 であった。主成
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